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第４回福島県双葉郡子供未来会議 実施報告 

 

１．主催 

 福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会 

 

２．日時・場所 

 平成２６年１月１３日（祝） 13：00～17：00 

 楢葉町立楢葉小中学校中央台仮設校舎体育館（福島県いわき市） 

 

３．参加者 

     49 名 

 ・サテライト高校生徒 11名 

・その他関係者（双葉地区教育長会、福島県教委、サテライト校教員、福島大学学生、福島大

学関係者、行政関係者等）38名 

 

    
 

４．概要 

 双葉郡にある４校の高校生１１名が集まり、双葉郡教育復興ビジョンの具現化に向けて、教育

関係者38名も加わりながら、ワークショップを行った。連休の最終日で参加人数が少ないながら

も、一人一人の意見を大切に対話は進行し「震災から2年10か月 サテライト校に通って思うこ

と感じること」について多くの意見や思いが話し合われた。 

 開会の挨拶に伴い、大熊町武内教育長より、双葉郡のサテライト高校に通う高校生に向けて「2

年10か月が過ぎ、双葉郡内のサテライト校に通う高校生のみなさんは、この逆境の中前向きに生

き抜くことができる力を持っています。自分たちの力を信じて歩んでいってほしい。」とメッセー

ジが送られ、「双葉郡教育復興ビジョン」の説明を行った。また、新設の中高一貫校の検討状況に

ついて福島県教委菅野高校教育課長から説明された。 

 高校生11名を3グループに分け、前半は高校生同士で話し合いをおこない、今サテライト校に

通ってそれぞれ考えていることや将来の夢について話し合った。後半では教育関係者もグループ

に混ざり、前半で話し合った内容を踏まえて新しい中高一貫校について意見交換がなされた。各

グループの対話の中では「新しい中高一貫校は、将来やりたいことを選べる学校であってほしい。」

「部活動をするのに制限が有ることが多いので、野球や陸上といった人気のある部活ができるよ

うにしたい」「子供未来会議のような対話を中心とした女子会を高校でやりたい」「芸術の系列を
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入れて欲しい」「入学後にやりたいことを見つける生徒も居ることから、途中で系列を変われたり、

普通科でまんべんなく学べると良い」といった理想の高校生活について具体的な話が出た。 

対話終了後、参加高校生からは「ビジョンで書かれているイメージは理想だが、一方で双葉郡

の生徒が学校を活用しきれるか疑問だったが、今日話をして実際のイメージが沸いた」「生徒が授

業時間を使って自由な活動ができるようにしてほしいと思っていたが、そのような内容もビジョ

ンに盛り込まれていたので、一貫校に入学する後輩には積極的に新しいことに挑戦して欲しい」

「自分の学びたい専門分野や将来の夢について色んな人と話すことができ、ビジョンに書かれた

ような中高一貫校ができるなら安心して今の高校を卒業できる」「自分たちの高校がいつか再開す

ると信じていたいが、今日参加して、一貫校についても他人事ではなく自分の事として考えてい

かなくてはいけないと感じた」と後輩たちのことを思う意見がいくつかあった。 

講評として、福島大学人間発達文化学類千葉学類長からは、「社会に自分の意見を言い続けてほ

しい。毎回福島大学の学生と共にこの会議に参加し、一緒に双葉郡の教育復興について取り組ん

で参りたい」と話があった。次に、サテライト校の代表として双葉高校刈屋校長より「対話の大

切さを感じ、みなさんの感想が聞けて、とても良い機会だった。『新しいことへの挑戦』として道

筋は大変ではありますが、英知を結集してみんなで教育復興していきたい」と参加高校生や教育

関係者へ講評をいただいた。そして、主催者の代表として浪江町畠山教育長より、参加した高校

生に御礼が述べられるとともに、「双葉郡の教育復興においては多く人の力が集まって進めている。

皆さんは、後に入る後輩達のためにいろんな意見を話してくれた。その中で、地域との交流も大

事にしたいと言う意見があった。双葉郡に戻れる子供たちが幅広く勉強できるよう私達は進めて

いきたい。今日の意見をぜひより多くの人といろんな話をしてほしい」と話された。 

最後に閉会にあたり、福島県教委菅野高校教育課長から、参加高校生へ「後輩達のことを自分

のことのように考えてくれた。全国に羽ばたく素晴らしい人材を育てられるよう、今日は具体的

な提案をいただいた。これからしっかり準備していきたい。」と講評いただき、閉会した。 

 

≪参考：参加者詳細≫ 

○参加者  49名 

・福島県双葉郡内のサテライト高校生徒  合計11名 

  双葉高校   3名 

  浪江高校   2名 

  富岡高校   3名 

  双葉翔陽高校 3名 

 

・その他関係者  38名 

福島県双葉郡８町村教育長、福島大学ボランティアスタッフ、福島大学関係者、福島県教

委、文部科学省 等 

 

≪参考：日程詳細≫ 

 平成26年 1月 13日（祝）13:00～17:00 

  13:10～13:35 開会挨拶・「双葉郡教育復興ビジョン」の紹介 大熊町武内教育長 

  13:35～13:45 中高一貫校検討状況報告 福島県教委菅野課長 
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13:45～14:55 午前の部（ワールドカフェ） 

   13:45～14:00 午前の部進行説明 

   14:00～14:20「2年10か月  サテライト校に通って思うこと感じること」に 

ついて高校生、教育関係者のグループに分かれて話合い 

   14:20～14:40 グループを移動、上記テーマについてメンバーを変えて話し合い 

   14:40～15:05 元のグループに戻って議論の共有 

  15:05～15:20 休憩 

  15:20～16:30 午後の部（オープン・スペース・テクノロジー） 

   15:20～15:25 テーマをA４用紙に記入しホワイトボードへ貼る 

15:25～15:35 高校生と教育関係者が混ざり、話し合い 

15:35～15:50 グループを移動、メンバーを変えて話し合い 

  15:50～16:00 元の席に戻り議論の共有 

  16:00～16:20 高校生の発表・感想 

16:20～16:30 アンケート記入 

   16:30～16:50 講評（福島県教委菅野課長、福島大学千葉人間発達文化学類長、浪江町

畠山教育長） 

16:50～17:00 閉会挨拶 

 

 

 


